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O
G
V

合
策
行
は
れ
し
各
、.
.
.其
聯
合
は
鞏
固
な
ら
梦
し
.

y
、
.

所

期

丨

ゥ

H

 

V

は
;*

に
此
組
織
に
最
名
貢
獻
皆
る
一
人
.

な
.
6

 

の
•

目
的
を
達
す
'

る
に
足
ら
^

6

き
。
各
地
方
に
11

る

勞

働

き
0 

.同
組
合
は
僅
々
數
週
間
、に
少
く
と
名
五
十
篇
人
の
組 

組
合
の
成
立
を
見
ふ
，.に
至
6

し
は
正
に
一
八
三
〇
年
代
の
合
員
を
®

收
し
、內
數
萬
の
：農
民
及
び
婦
女
を
包
合
せ
6

0
 

こ
i

y

屬
す
。
而
し
て
此
新
氣
運
1C

乘
b

v

陳
勝
吳
廣
tt|

執
行
委
員
は
四
名
の
有
給
事
務
員
を
從
へ
て
倫

敦

に
在 

し
名
の
は
ラ
ン
ヵ
ンh

ャ
の
紡
績
職H

及
び
ョ
ーv

シ

，り
。
以
て
龃
合
の
事
務
を
處
理
す
る
の
任
に
當
れ
6

0

此 

エ
ャ
の
建
築
職H
な
，6

。
彼
等
は
他
に
卒
先
し
て
全
國
同
火
聯
合
の
聲
朋
せ
る
政
策
は
全
國
を
通
セ
て
一
般
的
勞
働 

業
職
エ
の
同
38

を
形
成
せ
6

0

一
八
三
三
年
に
起
れ
る
數
者
の
同
盟
罷

H

を
射
は
し
む
る
に
在
6

し
'

 

然
^p

創
立 

度
の
同
盟
揺
エ
は
從
前
の
名
の
に
比
し
て
範
圍
廣
く
、
爲
‘

の
當
初
よ
；O

し
て
斷
え
岁
局
部
的
爭
闘
に
累
は
3

れ
长 

め

U

騎
の
两
務
大
克
を
し
て
組
合
禁
止
法
復
活
の
必
要
を
z
 

i

斯
く
て
法
權
f
f
i
迫
の
肺
代
を
脫
し
fc

る
勞
働
姐
八
ロ
は 

思
は
し
め
し
程
な
6

き
。
マv
チ
エ
ス
タ
！
、
へハ
ィ
ス
レ.
一
全
く
萆
命
の
游
代
に
入
れ
る
な
6

。

1

、V
.

ァ
.ミ
ン
ガ
ム
、
y

l

k
、
ダ
一
ビ
I
及
^

ポ
ッ
テ
ー

.

(

穴)

リ
丨
ス
其
他
の
地
方
に
顏
々
と
し
て
起
れ
る
同
盟
罷
エ
に
.

勞
働
組
合
の
前
途
は
現
今
に
在
て
^p

經
濟
社
會
の
未
知 

R

し
、
各
組
合
は
2

に
相
提
携
し
、一 .

様
な
る
援
護
を
罷
數
な

6

0

近
世
の
經
濟
寧
者
と
改
革
派
社
會
主
義
者
と
は 

エ
中
の
同
業
者
に
與
へ
f

o

次
で
聯
合
勞
働
組
合
の
組
|

幾
多
の
點
に
於
て
其
意
見
の
接
觸
調
和
を
見
允
6

と
雖 

^

M

/

o

\1

八
一Ij

三
年
九
月
七
日「

開
拓
者一

名

勞

働

組

？
、勞
働
組
合
に
就
て
は
全
然
同
一
な
み
.

と
云
ふ
可
ら
^
。 

合
蹄
報」

は
此
運
動
の
機
關
紙
と
し
て
ジH

 

I

ム
ス
％
乇
リ
ー
經
濟
學
者
は
飽
く
 

4

で
勞
勦
組
合
を
以
<
任
意
自
由
の 

y

ン
の
手
に
依
づ
て
パ

ァ
ミ
.ン
ガ
ム
に
創
刊
せ
ら
れ
杧
發
達
を
期
げ
杧
る
自
發
的
組
織
と
爲
し
、
之
に
對
しy

何 

6

0

其
後
數
ヶ
月
を
出
で
卞
し
て
.一

八
三
四
年
一
月
に
は
«
特
種
の
特
權
を
附
與
す
可
き
の
に
あ
ら

^
、
谷
人
は 

全
國
聯
合
勞
働
組
合
の
成
立
を
見
お
ろ
。
.ロ
バ
ー
ト
、
才
.

之
に
加
入
す
る
？
脱
退
す
る

$̂=>全
く
其
意
の
儘
に
任
す
可

101

き
名
の
.

^

し
て
、

&

合
以
外
に
立
^

ん
と̂
^

す
る
.

名
の
？
^
 

之
が
組
合
員
杧
る
名
の
と
法
律
上
產
業
上
同
等
の
權
利
を 

保
有
す
'
可
き
を
主
張
し
、
且
つ
同
一
工
業
內
に
ニ
個
の
相 

異
れ
る
組
合
對
立
す
る
？
亦
之
を
是
認
す
可
く
兩
者
は
共 

1C

法
律
上
同
等
の
地
位
に
^

つ
可
き
名
の
な
6

 

i

做
せ

然
る
に
社
會
主
義
者
は
勞
働
組
合
を
以
て
勞
働
者
の
法 

律
上
の
雨I

結
と
爲
し
、
.之
に
加
入
す
る
名
の
は
特
權
を
享 

有

す

る

名

の

思

惟

し

、
之
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
障
害 

抵
抗
を
排
除
し
組
合
に
加
入
せ
^
る
名
の
を
悉
く
征
服
す 

可
き
將
權
を
附
與
せ
.ら
れ
、
.

實
權
を
保
有
す
る
タ
ィ
ラ
ン 

ト
tt

ち
し
；§
ん
と
す
る
に
在
6

。
由
是
觀
之
收
苹
派
社
會 

主
義
者
の
主
張
す
る
所
亦
往
：々
に
し
て
昔
塒
の
革
#
的
社 

舍
主
義
者
の
主
張
と
相
近
き
^p

の
な
る
を
發
見
せ
^
ん
ば 

あ
ら
す
。

近
滕
頻
々
と
し
て
外
電
の
俾
へ
つ
y

あ
る
激
烈
な
，る
同 

盟
ff
l

H

は
叢
し
何
事
を
語
6

つ
、
あ
る
於
。
吾
人
^

§
3
1

 

く 

舊
峙
に
於
け
る
勞
働
組
合
の
.

苦
闘
吏
を
ニ
三
の
才
1

ブ

o, 

;

f

丨
ょ
ん
'

抄
譯
補
綴
し
て
以y

靜
に
勞
働
組
合
の
前
途
を

,

0

数

冥
想
せ
ん
と
す
る
名
、.の
■

な
-
0

0
 

(

■

党

)

.

.

.

.
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%
1
-
i
l
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J
I
-
i
i
-
i
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：丨

帝
國
主
義
の
經
濟
學

ハ 

'
 

宮

■坂

#

俞

.

.

.

.

帝
國
主
義
の
經
濟
學
を
論
梦
る
に
當
6

先
づ
何
故
に
吾 

人
は
ア
ダ
ム

ス

ミ
ス

の
思
想
反
び
論
法
に
復
歸
せ
^

る 

ベ
か
ら
次
る
か
。
六
十
餘
年
前
旣
に
.

ミ
ル
は
其
の
著「
原 

論」

の
序
文
に
於
.<

騰
富
論
-«
數
多
の
點
に
於
て
獨
斷
的 

、に

し

て

且

つ
.

全
く
不
売
全
な
^

名
の
な
6

と
云
へ
6

0

然 

ら
ば
ミ
ル
す
ら
g

亦
獨
斷
的
に
しV

.

不
売
全
な
6

と
思 

考
せ
ら
る
、
現
代
.

に
在
6

て
何
故
に
吾
人
は
最
近
の
經
濟 

學
說
を
採
用
し
或
は
高
等
數
學
の
肋
を
藉
6

て
以
て
限
界 

的
學
說
を
適
用
す
る
事
能
は
次
る
か」

。と
の
先
決
問
題
を 

生
す
。
如
上
の
,

題
に
對
す
'

る
解
答
に
ニ
樣
あ
6

、
卽
ち 

積
極
的
な
る
名
の
及
び
消
極
的
.

な
る
名
沙
是
也
0

先
づ
.最 

1

S

極
的
方
面
ょ
6

述
べ
ん
に
之
れ
郞
ち
あ
る
科
學
の
進 

.

.

.步
若
し
く
は
あ
る
特
殊
の
問
題
の
解
決
に
對
し
最
3

大
な 

る
妨
害
と
な
る
？
の
は
不
適
當
な
る
觀
念
を
使
用
す
る
に 

あ
ろ
と
の
古
來
の
敎
訓
に
基
く
名
の
也
。

■

.

觀
念
の
解
釋
に
於
.

て
名
將
t

叉
統
計
の
使
用
に
於
て
S

 

共
に
經
濟
學
上
に
於
け
る
數
學
的
論
法
の
價
値
を
無
視
す

ン1
0
4



• 

#

 

.

#

'

 

y
.

 

. 

“

-9
i

—

ダ
：：

ム‘K
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ミ
ス
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の
：思̂

i
:

び
，
^

^

^
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V
'

帝
墨
義
の
經 

■

,

想
及
論
法
ぬ
癒
用
城
顏
'

る
.

制
喊
せ
.

ら
作
而
&>
.

名
.

此

制

限

杧
l

s

¥

.

鮮
_

る
.

第
1

:

の
理
由
^

4

#

て
述
べ
ん
^

千
八
.百 

る
:.
#

M

製
學
的
經
»

等
者
.

の
主
：腦
殊
に
彼
等
0.

焚
と
？
稱

A

十
七
年
^

Q
X

ル
デ
ー
ン
氏
は
ア
'

ダ
.

ム
'
、
，
ス
ミ
ス

I

ル
>

'

r

^

よ

ん

て.切
言
せ
.■

ら

れ

杧

み

タ

此

等
.

l

ダ
：
ム
’

、
ス
：ミ
ス
讨
柚
象
：

は
如
何
な
る
注 

:

の

し

る

 

>

に
あ
ら
?

4

:

ば
我
.

が
經
鮮
|

岛
！̂

以
て
之
れ
を
叙
^

^

i

單
に
»

#

の
苹
W

を
表
示 

學
者
ほ
彼
の
ガ
リ
グ
ア
ー
族
行
記
中
の
ヲ
，プ

タ
島
飛
島
民
.

す
.

る
に
.

過
ぎ
^

る
？
の
に
.

し
て
從
ー
つ
て
.獨

ゲ

具

襁

的

の

^p

 

の
な
す
所
i

擇
'̂f

a

る
に
至
.

る
の
危
險
な
し
.

と
せ
^

。
此
~ 

©

に
顧
ず
可
き
性
質
を
缺
く
名
の
な
ろ
と
の
觀
念
を
把
#

.

ヲ
。ブ
ダ
島
に
：て̂

谷
人
數
寧
的
問
題
に
の
み
辱3.

し
潙
め

■

せ
，6
0

'

妯
象
論
B

有
用
な
る
僕
婢
な
れ
ど
名
秋
！̂

不
.

M

s
 

に
實
際
生
活
上
0.

こ
.

と̂

彼
等
の
注
意
を
呼
«

^

ん
£

.

せ

主

入

な
6

と
去
，
ふ

べ

し

、

と

余

は

此

見

.

地
.

ょ
6

爾
富
諭
砂 

ば
、.
必

幸®

の
附
き
女
各
棒
を
持
て
'

る
從
蓍
に
ロ
や
耳
ホ
霄
な
る
I?
:

®

と
し
て
.一 ’

般

に

注

意

，せ

.

ち
る
、
名
の
は
却 

を̂

#

^

V

C

と
を
必
要
：と
す
。
寄

藤

々

ア

ダ

ム

ス
.

つ
<

其
の
击
^

/5

眞
所
と
す
る
所
に
し
て
，旦

'5
1
%
長
多
辯 

•3

ノ
ス‘
の
ー4>
换意な關して說く所あるを其

^

せ
を
用
糸
る
に
對
し

V

不
満
を
懐
て
者
は
事
實
は
却
つ
て
砷 

6

然
れ
ど
？
彼
^

天

文

.學

史

を

著

し

或

は

コ

ユ

I

ト
y

?>

象
1;

眞
理
に
轉
換
す
厶
を
紳
る
名
の
な
る
^

^

妓
.に
附
言 

»;

學
に
於V

熟
達
せ
る
所
あ
ろ
し
と
雖
名
國
富
論
を
著
述
，

せ
ん
と
ず
。

脅
る
當
滕
決
.

し

y

如上のは之れを

.

必
要
と
.

せ
、
^

6

 

.

ア
ダ
ム
ス
ミ
又
の
論
法
に
復
歸
す
る
の
第
一1

の
理
由
.は 

じ
は
已
に
.

明
_

の
事
な
6

0

.

'
 

.
,

ス
ミ
ス
淤
ー
般
人
民
に
解
し
易
く
芡
普
く
知
ら
れ
杧
る
蹲 

之
と
等
し
く
限
界
的
學
說
の£

心
想
名
其
用
途
數
多
あ
る
想
を
以
て
論
述
せ
る
事
卽
ち
是
也
.
0
.

但
し
吾
<
に
し
て
若 

可
し
i

雜
洛
、
然
？
其
用
途
^

る
犬
1C
.

制
限
せ
ら
る
'«r

き
.

し 

一■
般
に
普
及
.

せ
る
思
®
を
使
用
し
且
つ
之
れ
を
表
示
す 

名
の
也
0

彼
の
ゼ
ボ
ン
ス
自
ら
一
般
經
濟
學
に
關
し
ア
ダ|
る
1C

一
 

般
普
通
の
言
語
を
使
用
し
t

 

6

と
.

す
る
令
.之 

'

ム.
X

ミK
.

の̂

法
•

に
復
歸
せ
.

ん
と
主
張
し
把
る
财
如
.

き
寧
れ
を
以
て
直
ち
に
吾
人
は
あ
ら
ゆ
る
難
解
f

-脫
し
且
つ
之 

ろ
顯
.

著
な
ふ
#

^

と

云

ふ

べ

..き

也

.0

れ
欣
爲
め
に
.

何
等
科
學
的
分
析
0

必
要
を
見
ざ
る
$
の
と 

■
以
上
は
卽
は
も
諭
法
問
題
の
消
極
的
方
面
に
付
き
て
論
思
想
す
ベ
か
ら

^

。
見
ょ
將
棋
の
規
則
は
節
渾
に
し
<
何 

b

*
る
ぞ
0
.な
6

、
今
稹
極
的
方
面&
:っ
•#
<
見
.る
，に

ア

火
.ち
容
易
に
之A
を
習
得
す
.る
事
を
得y

兒
童
i

雖
f

M

ぐ
'±

料
を
翫
>

事
1
を
得
る
也
.

0

然
名
此
將
棋
の
戰
略
に
•

は
的
杧
る
藎
し
此
等
思
想

.

舣
規
時
に
於

<

?

同

^
く

重

且

大 

無
媒
の
困
«

ゎ
る
こ
と
人
の
啟
く
知
る
所
に
あ
ら
ず
や
0

な
る
事
を
示
さ
ん
と
す
る
に
あ
る
な
-C

N
0

 

ア
ダ
•

ム
ス
$

ス
於
論
述
し
杧
る
如
く「

人
類
社
會
の
大
將
•
昔
時
一
國
統
治
に
關
す
る
問
題
は
地
方
と
中
央
換
言
す 

媒
盤
に
於
て
各
|0

殳
々
立
法
者
、が
選
ん
で
以
て
其
れ
に
强
れ
ば
小
と
大
i

の
官
權
の
間
に
.適
宜
に
夫
々
の
職
務
を
分 

制
せ
ん
と
す
る
名
の
と
は
全
然
相
異
な
れ
ゐ
自
己
行
勸
の
~

酷
す
る
の
*

‘

事
な
6

き
、
而
し
て
此
問
題
杧
る
各
進
步
的 

原
則
を
有
す
る
名
の
な
6

」

。經
濟
學
上
に
.

於
て
恐
ら
く
最
一
社
會
に
於
て
は
絕
へ
す
新
し
き
形
態
に
於
て
現
出
す
る
？ 

名
困
難
と
す
る
は
法
律
或
は
政
府
と
接
觸
す
る
邊
に
存
す
の
な
6

。
帝
國
主
義
の
根
本
問
題
は
其
の
本
質
^
る
此
常 

る
名
の
な
ク
。
而
し
て
此
場
合
に
於
v

tt

大
部
分
數
學
的

i

に
循
環
し
て
止
ま
ぎ
る
問
題
の一

形
態
に
過
‘ぎ
次
る
な 

思
想
#

不
合
®

允
る
を
免
れf

o

る
な
6

0

,

6

。
其
問
題
と
は
何
ぞ
、
卽
ち
不
列
*
帝
國
の
構
成
に
就 

.

最
後
に
ア
/

ギ
ム
、
ス
ミ
ス
，
.

は
實
條
政
治
家
、

S

據
つ
て
き
中
央
集
權
主
義
を
擴
張
す
る
の
好
«

期
に
.

到
達
せ
6

や 

以
つ
<

行
動
せ
し
思
想
を
供
與
せ
し
人
な
6

と
云
.

ふ
を
得
否
や
、
若
し
到
達
せ

6

と
せ
ば
如
何
な
る
方
面
に
於
て
然 

ベ
し
b
 

n
V

デ
ン
.

は
余
、

S

知
れ
ゐ
‘

新
規
な
る
經
濟
上
の
眞
る
や
卽
ち
是
な
6

。
過
去
の
歷
史
を
迆
る
に
或
る
脖
代
に 

理
脉一

•«
•

之
れ
を
發
見
せ
拿
り
き
、
i

tt
'/
p

の
モ
i

レ
ー

於
け
る

1

團
の
進
步
發
達
は
中
央
政
府
の
權
ヵ
增
進
に
ょ
. 

が
言
な
.
6

.

0
/P

く

：て
そ
.
丨

レ

ー

は

單

に

コ

ブ

デ

ン
の
.

み

な
6

て
の
み̂

能
な
^

O

事
を
示
せ
6

0

之
と
等
し
く
地
方 

4

^

0

ゲ:_
.

フ.
ト
.

ス
ト
ン
に
對
し
.<

經
濟
的
思
想
を
供
瀚
せ
，

に
於
<

早
熟
せ
る
中
央
政
府
或
は
不
相
應
に
_
張
せ
ら
れ 

る
ぢ
の
名
、
之
れ
ア
ダ
ム
、
ス
ミ

K

な

云

；へ
-

^

。
實

fc

る
中
央
政
府
は
往
々
に
し
て
専
制
政
治
或
は
屬
僚
政
治 

に
ア
グ
ム
、
ス

三

ス
は
斯
く
の
如
き
思
想
の
全
般
的
供
與
に
終
る
の
事
實
あ
6

し
名
亦
疑
み
可
ら
ざ
る
な
6

0

過
度 

#

に
し
て
吾
人
は
未
だ
&

ぐ
其
等
思
想
の
杀
部
を
適
用
し
の
中
央
集
權
と
過
大
せ
る
政
®
の
危
險
な
る
は
屢
々
例
證 

得
可
登
偉
大
な
石
！̂

政
治
家
を
發
見
せ
ぎ
る
な
6

、
殊」

せ
ら
.

る
、
被
に
し
て
個
人
に
委
せ
ら
れ
杧
る
場
合
に
良
く 

に
帝
誠
同
.

盟
に
對
ず
ゐ
彼
が
思
想
は
其
實
親
を
待
ち
つ
：、

處
理
せ
ら
れ
^

る
事
業
は
如
何
な
る
政
府
と
雖
名
、
'之
れ 

あ
：る

名

の

：

A

S:

ふ
べ
し
0

'
ス

ミ

ス
が
國
赏
論
*

述
の
.

當
赌
を
自
己
の
手
に
鈉
む
可
き
名
の
に
あ
ら
^

る
£
均
し
く
地 

J

に
於
て
.

此
雄
¥

K

心
は
極
めV

重
要
な
る
$

の̂

6

f

6

然
方
政
府
伫
上
6

て
旣
に
滿
足
に
經
營
せ
ら
れ
允
る
事
業
は 

I
:

L

V

:

令

日

余

栌

之

れ

’に

就

含

V

述
べ
ん
疋
ず
る
^

其
の
目
之
私
を
中
央
政
府
の
.

手
に
#

す
べ
：
登

名

の

U
*

ら

す

、5E
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盟
を
發
展
.

せ
し
む
る
の
傾
あ
る
名
の
な
る
事
を
痛
論
せ
ら
、
 

れ
允
る
拟
如
き
信
慂
す
べ
き
名
の
と
云
ふ
べ
し
。

固
ょ
6

純
然
杧
3

陸
軍
防
備
組
織
の
大
部
分
は
.地
方
的 

性
賢
の
利
益
を
有
す
る
名
の
な
る
事
疑
を
容
れ
次
る
所
に
：
 

し
て
地
方
の
出
資
を
以
て
此
れ
於
維
持
に
當
つ
べ
き
名
の
一 

な
ら
ん
名
然
？
斯
の
如
き
純
然
^
る
地
方
的
施
設
は
眞
芷 

な
る
帝
國
防
備
と
は
大
に
異
な
る
所
あ
る
ぢ
の
な
6

0

此 

制
度
は
單
に
大
な
る
發
達
を
遂
げ
t

る
帝
國
海
軍
カ
を
必i 

要
と
す
る
の
み
な
ら
す
。
叉
同
塒
に
海
軍
力
と
雖
％
互
萬 

の

動

員

を

な

し

得

ら

る

、
陸

軍

カ

の

.

を
藤
杧
5'
'

る
べ
沪 

ら
岁
。
之
れ
を
要
す
る
に
帝
國
防
備
の
此
等
要
件
は
單
1C 

地
方
の
必
要
に
應
b

、
地
方
の
出
資
を
以
て
良
く
之
れ
に 

適
合
せ
し
む
る
事
不
可
能
な
る
名
の
と
云
ふ
.

ベ
し
。

、
次
に
來
る
そ
の
は
防
備
の
第
二
要
件
卽
ち
-0

要
資
金
の 

繼
續
的
鐵
備
な
6

。

一
千
九
百
〇
丸
年
八
月
の
會
議
に
ょ 

れ
ば
地
方
自
治
體
は
海
軍
防
備
の
義
務
を
分
檐
す
る
の
主 

義
を
翼
贊
し
之
れ
於
確
認
と
し
て
彼
等
ね
船
舶
或
は
金
錢 

の
任
意
的
義
捐
を
'

な
し6

 

く
し
て
彼
等
は
負
檐
分
酤
の
一 

般
的
政
策
の
劂
始
に
同
意
せ
6

。
然
れ
ど
名
此
任
意
的
義 

捐

の

方

法

欠

る

規

今

危

急

の

,«
に

於

て

は

之

れ

を

以

て

究 

分
な
6

と
す
る
％
遠
き
.將
來
を
慮
れ
ば
未
だ
之
れ
を
以
て 

.

滿
足
す
ベ
き
に
あ
ら
^

る
な
6

0

殊
に
防
備
の
事
^
る
吾 

人
は
帝
國
0

內
外U

於

け

る

政

權

の

發
•»
及

分

配

如

何

を 

雜

.錄
' 

:

.

考
察
せ
^

る
べ
於
ら
ざ
る
*

0

0
 

負
檐
能
力
鑑
識
方
法
例
へ
ば
富
及
人
口
等
に
よ
防 

備

經

費f
、•配
：賦

す

る

の

-
法

規

が

か

く

是

認

せ

ら

れ

杧

る

は 

之
れ
藎
し
單
純
に
し
て
遇
發
的
な
石
任
意
的
^
助
或
は
仁 

慈
の
計
畫
に
一
惟
步
を
な
せ
る
名
の
な
る
i

同
擗
に
亦
富 

及
人
ロ
に
於
け
各
變
動
に
自
ら
適
合
す
べ
き
滿
足
な
る
法 

規
は
之
れ
.を
編
成
す
る
事
困
難
に
し
て
亦
其
れ
を
勵
行
す 

る
.

の
更
に
至
難
'̂
.

る
.

名
の
^

*

^

と
云
^

ぺ

き

..̂
"
^
。\

ス 

.

テ
!

ブ

ル

敎

が
*

ベ
杧
る
如
く
眞
正
な
る
®
合
と
は
各 

個E

の
政
治
的
單
位
間
の
調
停U

盡
捧
す
る
名
の
に
あ
ら
ず 

しV

却
つ
て
自
然
上
若
し
く
は
法
人
に
對
し
て
適
用
^

る 

ベ
き
祖
稅
制
度
ぁ
ろ
て
主
權
に
よ
6

て
之
れ
於
勵
行
せ
ら 

る
、
名
の
な
6

。
卽
ち
眞
正
な
る
聯
合
u

':
$

>

6

て
は
中
央 

及
び
聯
邦
政
府
拉
聯
邦
人
民
の
所
得
よ
，9
其
歲
入
を
收
め 

若
し
く
は
ぁ
る
種
の
租
狒
を
賦
課
す
る
所
置
に
出
イ
る
名 

の
と
云
ふ
べ
し
。
之
れ
卽
ち
ァ
ダ
ム
、
ス

ミ

ス

に
よ
6

て 

是
認
せ
ら
，れ
杧
る
方
法
な
る
事
鍵
に
贅
す
る
の
要
^

於
.る 

i
-

ベ
し
。
ス
ミ
ス
は
法
の
如
き
目
的
に
使
用
^
る
べ
き
租
稅 

一
な
る
周
到
な
る
注
意
を
以
て
之
れ
舻
硏
究
を
遂
げ
^
る
な

A

v

o
 

. 

r 

i 

.

固
よ
A

か
く
の
如
き
#

策
を
遂
行
す
る

.

y

當
6

其
困
難 

の
尋
常
な
ら
^

み
.

免
の
あ
’

る
ぺ
.

く

少

な

.く

と

名

財

政

上

の 

自
治
權
を
犧
牲
と
せ
含
.る
ベ
か
ら
含
る
の
觀
あ
る
と
共
に

I

o
aL

.

.



06
亦
實
撒
±

祖
桃
を
適
合
せ
し
^

石
.の
爾
難
あ
み
0
ー
往
々
政
を
與
へ
.
.ん
i

f

る
の
®

策
を
案
出
せ
^

る
べ
^

ら
卞
。
0 

1

搖
傲
事
件
に
關
し
て
生
梦
る
舣
如
ぐ
外
*

土
.の
®

難
は

其
し
何
等£

の
方
法
を
以
て
義
捐
者
に
代
表
權
を
與
へ
ん
と 

.

實
際
主
の
困
難
よ
ろ
遙6
に
太
な
る
名
の
あ
る
を
見
^
。.す
る
畫
策
あ
る
に
あ
ら
事
ん
ば
何
所
ん
ぞ
吾
人
は
金
錢
船 

財
政
上
の
自
治
權
之
»

®

の
偶像な云

へ
名
ロ 

I

舶
或
は
其
の
他
の
形
態
に
於
<
任
意
的
義
捐
の
續
出
を
豫 

ド
，、
，
ベ
1

r
r

ン
の
言
A

く
其
の
眞
意
を
傅
へ
把
る
'*

の
.あ

^
期
す
事
•を
得
ん
やo

 

■ 

、

も
。'.
.
鹿
等
偶
像
は
唯
是
れ
無
用
の
長
物
杧
る
に
過
ぎ
步
。

I
.

今
や
ァ
ダ
ム
ス
三

ス
系
統
U

S

礎
を
置
か
る
、一

般
的
論 

偶
像
に
ニ
種
あ
6

1

は
今
日
其
存
在
を
失
へ

〗

る〗

物
名
な
據
に
步
を
進
ひ
べ
き
場
合
に
到
達
せ

6

0

先
づ
防
備
主
認 

ろ
。
蓊
し
.财
政
上
の
®
治
權
は
此
種
の
偶
像
と
云
ふ
べ
窆
の
是
認
せ
ら
れ
杧
る
と
同
脖
に
中
央
集
權
共
同
讀
捐
及
び 

か
、.
.思
^
^
ギ
リ
シ
ャ

、

ー
フ
テ
ン

の
文
學
上
の
飜
譯
よ
6

共
同
銃
御
の
思
想
被
に
認
密
せ
ら
ル把

-
o

と

想
像
せ
よ
。 

す
れ
ば
之
れ
を
任
意
的
！I
桃
と
名
云
ふ
，ベ
し
。
無
論
何
人
然
ら
ば
之
れ
於
主
と
し
て
依
賴
す
ベ
き
財
源
は
果
し
て
如 

之
雖
.名
課
稅
肱
其
本
質
强
制
的
の
名
の
に
し
て
任
意
的
の
.
何
な
る
名
の
を
以
て
す
べ
き
か
。
實
際
上
强
大
な
■る
聯
合 

%

^

に
あ
。
2'
'

る
名
-'
0

な
る
事
腹
く
知
.̂

所
な
6

'0
. S

れ

一
に
よ
6

て
主
と
し
て
依
賴
さ
れ
女
る
財
源
の
第
一
に
來
る 

ど
若
し
祖
桃
納
税
者
の
代
表
者
^

よ
6

.
て
.課
せ
ら
れ
^

.

6
 .

ベ
き
名
の
は
關
稅
よ
り
得
ら
る
、
收
人
^

6

今
此
財
源
に 

と

せ
.^

之
れ
任
意
的
の
？
の

な

想

像

し
.
得
ら
る
ベ
就
き
て

#

殳
せ
ん
と
辻
ば
#
ひ
帝
國
同
盟
の
他
の
方
面
に 

^

0

晋
人
凇
事
實
財
政
上
の
自
治
權
伫
附
せ
ら
る
べ
き
眞
S

ら
次
る
べ
か
ら
步
。
卽
ち
聯
邦
相
亙
の
間
趑
に
同
盟
と 

意
義
と
し
<

、•
代
表
權
5

る
％
の
に
論
及
せ
次
る
べ
か
ち| 

_飽
の
諸
外
國
1

の
間
に
於
け
る
商
業
上
の
關
係
是
べ
6

0
 

步
。
ァ
グ
ム
、
.
ス
ミ

ス
の
計
盡
に
於
て
は
實
に
此
課
税
と|

之
4

を
史
上
に
求
む
る
に
實
際
的
聯
合
に
於
て
最
名
特 

代
表
權
i

を
兩
々
.相
完
ふ
す
る
名
の

i

s

ふ
べ
し
。
而
^P 

|

擎
す
べ
き
'は
各
聯
邦
間
に
於
て
關
樹
の
檢
朿
的
使
用
を
全 

此
st
ff
i

の
如
く
各
國
共
に
代
表
せ
る
に
至
ら
ば
何
等
/

然
放
棄
せ
る
事
是
な
6

。
換
言
す
れ
ば
盟
邦
間
に
於
て
は 

用
政
上
の
自
治
權
を
犧
牲
と
す
る
事
あ
ら
ん
や0

今
®

6

內
國
自
由
贸
县
の
政
策
を
採
用
せ
る
事
是
な
6

。
然
れ
ど 

に
吾
人
於
任
意
的
義
捐
^

依
賴
す
る
を
續
く
る〜

：

す
る
g
 

?
同
盟
と
外
國
と
の
商
業
上
の
關
係
に
於
て
は
全
く
相
反 

義
捐
者
に
對
む一

般
の
經
費
或
は
叉
依
つV

以
つ
で
防
備
せ
る
保
護
貿
易
政
策
の
採
用
せ
ら
る
、
事
一
般
り
法
則
な 

の
主
.義
を
監
.理
す
べ
き
政
策
の
制
御
に
參
與
す
る
：の

權

利
6

此
.一
一
様
の
政
策
は
必
然
相
結
合
す
る
免
の
に
あ
ら
ず0

爾
者
夫
々
梢
異
な
：れ
る
理
*

に
よ
6

-C
維
持
せ
ら
るV
名
理
の
制
度
の
下
に
あ
み
て
は
極
め
て
豐
饒
な
る
地
味
以
外 

の
な
.
6
。
例
へ
ば
英
國
に
於

V
.

彼
以
前
長
期
に
瓦6

て
®

に
は
何
等
此
等
諸
國
舻
貧
困
と
辭
巒
と
に
階
る
を
保
留
す 

外
保
餿
貿
揚
と.共
に
內
國
自
由
貿
接
の
制
度
を
固
守
せ
し
る
名
の
な
き
な

6

と
0
' 

.

免
後

、
f

 

.今
日
に
至
る
女
で
對
外

I

貿

易

を

維

持

す

る

歷

史

上

の
‘

論
據
は
ア
ダ
ろ
、

ス
ミ
ス
赌
代
以
來
歐
米
の 

に
至
れ/

リ
。
亦
實
際
之
帝
國
同
盟
に
於
て
或
は
外
國
と
の

 

ー
#

大
家
及
聯
合
國
に
於
て
内
_
自
由
貿
易
の
政
策
を
採
用 

財
政
上.

の
_

係
を

.

支
®

す
る
の
權
利
は
之
れ
を

.

中
央
政
府"

せ
ら
れ*

る
よ
ろ
更
に
其
勢
カ
を
强
め
杧
ろ
。
而

^

に
娄
ね
或
は
內
國
貿
易
と
•

均

I
.

關

稅

以

て

す

る

財

政

此

政

策
.

杧
る
.不
列
颤
帝
國
の
數
多
の
部
分
例
へ
ば
加
奈
太 

聯
合
»

之
れ
を
以
<

確
固
杧
る
防
1

合
を
生
^

忆
る
事
濠
洲
及
南
亞
等

U

於
け
る
相
分
離
せ
る
殖
民
地
及
地
方
の 

^

る
-«
.

6

0

‘

A

是
觀
之̂

列
類
帝
國
の
各
.

部
間
に
於
け
る

I

併

合

せ

.ら

る
V

に
當
-

0

<

採
用
せ
.

ら
れ
*

.

る
？
の
な
6

0

.
 

1

启
由
貿
易
.

政
策
は
第
.1

に
歷
史
上
の
.

癒
證
に
於
て
其
か
く
の
如
く
何
所
に
於

V

名
內
國
貿
易
を
採
用
せ
ら
れ
し 

の
.

有
利
な
る
理
由
を
有
せ
る
^

^

N

o

國
體
な
る
思
想
の
發
事
實
は

1

方

對

外

關

係

に

於

て

.

反

對

す

る

.政

策

卽

ち

保

護 

M

s

<

は
«

.

部
韵
檢
束
の
廢
止
豪
し
之
れ
.
.於
主
動
杧
6

雰
®

策
を
採
痛
せ
^
事
實
と
は
顯
著
な
る
對
照
を
呈
す 

:t
#

o

r

\
ム
、

ス

£
X

は
内
國
商
業
の
自
由
は
恐
ら
く
る

7

ヵ
の
と
云
.

ふ
.

べ
赍
な
ヵ
0

而
し
て
之
れ
亦
特
殊
の
考
究 

之

れ

大

不

别

靖

繁

榮

の

1

生

西

な6

し

と

ま

藤

し

爾

且

若

|:
-

要

ず

べ

き

事

な

.み

と

す

し

同

襟

な

る

權,-
*

忆
し
.て
愛
顏
及
諸̂

民

地

粑

名

擴

張

す

，

發
展
せ
る
太.國
.家
を
し
て
或
は
內
國
自
由
貿
易
を
採
用 

る
事
を
.得
*

尤

に

は

國

家

の

偉

大

な

る

と

帝

の

せ

,0
め
或
は
芡
あ
る
形
式
の
對
外
保
議
貿
易
を
探
用
す
る 

繁
榮
i

妹
益
々
增
大
せ
し
な
ら
ん
と
論
匕
允
6

°

而
し
て
に
至
ら
し
め

*

る
极
本
的*
違
は
如
何
な
る
名.の
'な
6
 

.
彼
は
漬
極
的
論
據
を
扶
助
す
る
に
亦
常
に
之
れ

M

靡
梦
る
や
。

•此
の
顯
著
な
る
相
違
は
部
ち
自
由
貴
易
®:
策
は
全
般 

消
極
的
腧
據
を
以<
せ
，9
0
' 

.
II
I

ち
日
く
佛
國
の
繁
榮
之.れ\

的
に
適
用
す
べ
：
§

5

爾
單
な
る
敎
義
に
基
く
を
#

次
る 

'

に
.赉
る
は
叢
し
各.州

夫

々

相

異

な

れ

る

歲

入

收

得

法

^'
る

.

名
0

に
し
て
其
の
場
合
場
合
に
よ
6

夫
、々

異
な
れ
る
理
由 

か
故
：な̂

三
：\

グ

^
の
，*
^
.公
.'8
1

«
異
^
.る
粗
税
*

*
を
：*
 ̂
.

に
よ~Ov

て

扶

助

せ
.3
'
る
'、へ
か
ら
さ.る73R.

■の
.な
る
.
.
*を
•指
：示 

7

す
る
六
州
に
區
分
せ.ら
れ
、
1:
に
狹
小
な
る
。ハ
ル

>

顏
は
.
•せ
る
名
の
な
6

0
勿
論
吾
人
と
雖
名
假
定
假
設
を
な
し
以 

:a
o

四
■

の
财
娵
區
に
區
分
せ.ら
る
、
也
。

鄭

き

不

合<

.]
&

の
.自
由
質
錫
のm
蔭

を
®

に
且
つ
！％
般
的
な
ら
し

.

:

—

瀹
 

.

'

:
T
O

 

七
'
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.



む
.

る
事
能
は
次
る
に
は
あ
ら
次
れ
と
名
然
.

名
彼
0

へ.\

リ

ら
t

.

や
、
S

れ
ぱ
若
じ
外
國
輸
入
品
に
よ
^

S
V

あ
る
種H

 

丨
、'
メ
ー 
'ィ

於

猶

述

し

杧

る

於

如

く

此

の

抽

象

法

，に
，よ

6

業
の
資
本
が
務
轉
せ
ら
れ
杧
6

と

せ
«'
乙

れ

內

國

の

他

エ
 

て
得
允
*̂
>

決
論
の
價
値
は
排
除
せ
ら
れ
杧
る
要
素
と
留
保■

衛
に
赴
か
*

し
て
却
つ
て
外
國
に
務
轉
せ
ら
る
、
r

至
ら 

せ
ら
れ
^

る
要
素
と
の
相
對
的
價
値
に
基
く
各
0

な
-

0

,

0

,ん
、
勿
論
其
の
あ
，る
の
は
假
令
將
殊
の
形
式
を
採
6

叉 

而
し
て
我
於
假
定
の
相
對
的
價
値
を
計
量
せ
ん
と
せ
ば
ス
_

は
實
際
上
一
宛
の
場
所
に
固
著
せ
レ
め
ら
る
\

事
1

6

と 

、ミ
スS

な
し
^

る
如
く
經
驗u

訴
へ
て
之
れ
を
試
^

^

る
す
る
ぢ
全
く
消
滅
す
る
事
あ
る
ベ
含
な
6

°
勞
働
に
就
き 

ベ2

ら̂

vr°

パ

V
?

其
の
程
度
は
稍
低
き
名
其
の
眞
理
な
る
事
亦
同
一 

へ
w

?

l

般
自
由
質
易
論
に
於
け
る
第
|
.

の
假
定
«-

卽

ち

な
6

0

其
は
務
住
す
る
に
至
.る
か
或
は
不
利
な
る
吏
用
失 

若
し
^

R

の
輸
入
に
よ
6

て
資
本
及
勞
働
於
移
轉
ず
る
3

 \

業
若
し
く
は
貧
窮
に
階
る
に
至
る
べ
し
0

-
 

!€
)

と

せ

ば

內

國

に

於

て

名

其

等

に

對

し

同

欉

有

利

に

叉

 

一\

經
濟
上
の
進
歩
に
於
て
他
の
顯
著
な
る
事
實
は
卽
も
益 

ゝ
孽
に
と
み
て
は
觅
に
有
利
に
之
れ
於
使
用
を
發
見
す
べ
し
一
々
大
經
營
の
生
産
に
向
ふ
の
傾
向
あ
る
事
是
な
.

6

0

大
經 

と
云
含
に
あ
ろ
。
之
れ
卽
ち
生
産
.

力
は
實
際
上

1

國
內
に\ 

:

營

生

產

の

經

濟

は

各

國

民

を

し

て

其

の

國

內

市

場

^
維

持 

ぼ
束
せ
ら
る
、̂
9

の

に
-̂

て
只
其
の
生
產
物
の
み
交
換
しj

し
其
の
外
國
市
場
を
可
及
的
廣
大
な
ら
し
め
ん
と
^

i

せ 

^

べ
き
名
0

な
6

と
の
意
を
含
む
ぢ
の
と
云
ふ
べ
し
0

第

し

む

る

な
6

0

 

. 

S-
V0

假
定
は
卽
ち一

國
內
に
拘
束
せ
.

ら
•

れ
杧
る
生
產
力
は
若
し
吾
人
此
等
の
事
實
を
內
外
自
由
質
易
の
問
題
に
.適 

全
1

る
自
由
を
有
す
る
名
の
に
し
<

若
し
其
.の
事
業
に
；|
用
せ
ば
自
由
貿
易
の
利
不
利
は
此
等
ニ
個
の
場
合
に
於
て 

し
て̂

羽
な
ら
ん
に
は
如
何
な
る
使
用
に
名
運
用
せ
ら
るI

自
ら
相
異
な
る
所
あ
る
を
見
る
べ
し
、
ft

部
の
障
壁
を
破 

“
し
>^

云
ふ
に
あ
6

、
今
吾
人
は
此
の
ニ
個
の
假
定
中
第

壌

す

る

事
に
よ
6

て
一
國
內
叉
は
聯
邦
國
內
に
於
け
る
資 

i

に

せ

ん

に

馨

忐

進

步

に

つ

れ

殊

に

現

一

本

及

勞

働

塞

動

性

は

増

大

せ

ら

れ
f

と
云
ふ
べ
く
假 

.'
0

れ
1

よ
つ
本
は
益
々
國
家
的
^
る
性
質
を
脫
し
ぅ
に
一
國
內
に
於
て一

地
方
は
之
れ
が
爲
め
1C
打
擊
を
蒙 

て̂

界
す
德
貝
を
帶
ぶ
る
に
至
れ
る
事
を
發
^

す
る
な
る
る
名
、
他
地
方
咏
页
に
利
得
す
る
所
多
か
る
べ
く
從
つ
て 

卜
し
。
肩
？
ア
ダ
ム
：、
ス
ミ
ス
塒
代
に
於
.
5

へ
旣
に
寶
丙
國
自
由
貿
易
に
つ
き
て
の
鲁
は
ば
槪
し
て
內
國
に
於 

本
0

國
際
的
移
«

性
ぁ
る
は
之
れ
を
認
め
ら
れ
*
る
に
ぁ
け
る
資
本
及
勞
働
の
使
用
に
對
し
て
大
に
獎
厲
を
與
へ
杧

る
名
の
と1K.

ふ
べ
く
、&

く
し
て
內
國
自
由
貿
易
の
場
合 

に
於
て
は
、I

國
內
に
生
産
力
を
保
留
す
る
^p

の
な
6

と
の 

假
設
.は
亦
疋
當
な
る
名
の
と
云
务
べ
し
。
同
ヒ
く
亦
內
部 

障
壁
の
撤
去
は
以
て
生
產
上
に
於
げ
る
經
營
の
擴
張
を
促 

於
し
從
つ
て
國
民
は
槪
し
て
之
れ
於
爲
め
に
誘
起
せ
ら
れ 

杧
る
經
濟
IP
よ
ろ
て
利
得
す
る
名
の
な
6

0
而
し
て
一
彼 

に
內
1|
市
場
は
之
れ
重
耍
な
る
市
場
に
し
セ
丙
國
自
由
貿 

易
に
よ
6

て
其
の
組
織
は
欧
善
せ
ら
る >

 

於
故
に
此
の
點 

,ic
關
し
IB
家

は

由

質

易

^

よ
~
c
s-c
利
'|
|

す
る
.
0ぁ 

る
？： P

の
と
云
ふ
べ
き
な
6

0 

、
 

.

•

然
れ
ど
3

之
れ
を
對
外
自
由
貿
易
.に
.
つ
き
て
見
る

.に
資
. 

本
及
勞
働
は
外
國u

移
轉
す
る
の
恐
な
し
と
云
€
< 
f
 

す
。
又
外
國
人
に
對
し
<
其
の
內
國
市
場
に
入
る
事
自
由 

な
る
を
致
3

し
0
.る
、が
故
に
大
經
營
生
產
の
利
^
を
之
れ 

に
與
ふ
る
怒
れ
な
し
と
云
^

ベ
か
：ら
岁
0

亦
單
に
內
國H

 

業
に
就
き
て
の
み
見
る
に
內
國
エ
業
は
外
國
エ
業
と
競
爭 

場
裡
に
立
つ
に
當
り
外
國
エ
業
の
發
展
に
伴
ひ
て
益
々
其 

の
競
爭
は
困
難
な
.ら
次
る
を
得
ぎ
る
の
事
晴
な
し
.̂
;せ 

少
、
ア
ダ
ム
、
ス

ミ
ス
は
外
國
貿
易
を
論
^

る
に
當
6

常 

に
內
_

市
場
及
勞
働
.の
內
國
使
用
の
重
要
な
る
旨
を
切
論
■ 

し
功
自
然
的
に
®

の
增
聚
$:

來
す
0 -
結
果
は
缩
餘
生
產
物 

の
輸
出
.を
益
々
重
要
な
ら
し
o

る
^P

の
.な
る
事
を
主
張
サ
.
. 

，ろ
、
.
.此
の
見
她
よ
6

す
れ
ば
外
固
市
場
の
'擴
張
は
之
れ
を 

:

練

0
,

忽
に
す
ベ
か
ら
^
る
洛
の
に
し
て
報
復
の
手
段
に
餅
へ
て 

廣
大
な

'
 
る
外
國
市
場
を
恢
復
し
若
し
く
tt
1̂
持
す
る
の
政 

策
を
良
巧
な
.る
名
の£

す
る
の
理
由
名
藎
し
玆
に
存
す
i
 

云
ふ
べ
き
な
*
^
0 

.
 

-
 

■

;

慽
む
ら
く
は
只
滕
間
に
制
限
あ
6

て
充
分
に
此
の
興
味 

|

あ
、る
對
比
を
論
究
す
る
事
能
は
.少
、
然
れ
ど
^
玆
に
余
於 

一
敢
て
一
言
せ
ん
と
す
る
は
第 

一
Ic
r
sil

自
由
貿
易
に
就
き 
:

て
見
る
に
其
の
.論
據
の
依
つ
て
以
て
基
礎
と
す
る
假
定
は 

1

般
に
實
現
せ
ら
れ
^

る
事
之
な
6

、
然
れ
ど
^P

第I 
一
 U
 

if

外
自
由
實
易
に
就
き
て
見
る
に
其
の
場
合
は
か
く
單
純 

な
る
名
の
に
あ
ら
岁
、
其
の
利
不
利
の
如
何
は
他
の
條
件 

の
實
現
如
何
に
よ
-o

て
左
右
せ
ら
る
、
名
.の 
'に
し
て
亦
之
¥

.

經
驗
に
訴
ふ
る
'

の

必

要

あ

る

事

之

な

-
^
、
然

れ

ど

ぢ

此

0

 

點I

に
關
し
對
外
自
由
質
易
を
是
と
す
る
單
純
'な
る
一
般
的 

'論
據
を
否
認
す
る
は
獨
斷
的
之
れ
卽
ち
保
護
主
義
に
左
姐 

す
.

る
單
純
な
Z

論
臌
を
許
啓
す
る
を
意
味
す
る
名
の
な
，
9
 

.

と
の
思
恕
に
對
し
て
«

杭
論
せ
5'
'

る
を
得
ぎ
る
な
6

、
若 

し
假
定
に
し
て
外
|1
)1
入
品
に
よ
6

て
0
0
^
ら
れ
允
る 

勞
働
及
資
本
は
內
國
に
於
て
之
れ
於
使
用
を
發
見
ず
る
？ 

の
な
6

と
の
證
左
を
必
要
せ
ん
か
然
ら
&

时
機
に
假
定
.は 

若

し

吾

人

，於

外

國

輸

入

品

を

排

除

せ

ば

必

然

#

人

は

工

業 

の
，增

大

を

來

し

叉

消

費

カ

の

增

加

2:

得

る

に

至

.る

の

實

證 

を
必
要
と
す
る
^p

の
な
6

、
若
し
保
®
主
義
の
場
合
於
於

3

九
.
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. 

く
徹
單
明
瞭
な
る
名
の
土
せ
，ば
支
那
離
隔
の
政
策
は一

般

貿

易

に

よ
6

て

初

め

て

資

本

及
#'
働

は

其

潤

澤

な

る

舊 

1

1C

採

用

せ

ら

る

、

に

至

る

べ

く

或

は

又

最

良

の

貿

易

は

自

國

上

6

此
を
最
ゼ
必
要
と
す
る
新
開
國
に
蓉
易
に
移
轉
这 

國S
に
於
て
生
產
し
能
は
次
る
物
品
に
限
ら
る
、
事

と

な

ら
る
ベ
く
而
し
て
縣
に
各
植
民
地
は
此
等
資
本
及
勞
働
を 

る
べ
き
な
ろ
。 

•

K

に
必
要
と
す
る
？
の
な̂

N

o

然

4

ど
名
自
由
貿
易
を
贊 

是
れ
を
袈
す
る
に
以
上
論
述
し
來
れ
る
見
地
よ
6

我
^

プ

j

成
す
る
單
純
な
る
獨
斷
的
論
說
に
重
き
を
置
く
者
卽
ち
我 

リ
テ
ン
帝
國
內
に
於
て
內
國
自
由
質
易
を
採
用
せ
る
は
之
が
英
國
に
と
6

て
は
最
少
の
差
別
桃
と
雖
名
、：

之
れ
其
の 

れ
主
と
し
て
獨
立
的
國
體
の
思
想
に
全
く
相
反
す
る
帝
國\

繁
榮
に
對
し
て
は
危
險
な
る
^P

の
な
6

.

と

す

.る

者

乙

そ

實 

同
盟
の
思
想
の
實
在
せ
る
に
基
く 
S

の
と
云
は
ぎ
る
ベ
か
に
植
民
地
を
以
，て
自
由
貿
易
の
場
合
を
論
述
す
る
能
は
^

 

ら
ず
、
斯
く
の
如
く
し
て
吾
人
は
帝
國
同
盟
の
各
方
面
相\

る
者
な
る
事
を
見
ば
實
に
驚
か
次
る
を
得
次
る
な
6

0

香 

S

間
の
關
係
の
重
要
な
る
を
會
得
す
べ
し
-

共
同
の
利
益\

A

は

植

民

地

好

決

し

て

內

_

的

自

由

貿

易

政

策

を

許

容

せ 

及
同
盟
の
實
在
を
増
進
す
■

る
倾
あ
.

4

防
備
以
下
あ
ら
ゆ
る
3'
'

る
事
を
決
意
せ
6

 

A

聞
け
-
0

0

然

^

ど

名

自

由

貿

易

が 

施
設
は
之
れ
内
國
卽
ち
聯
邦
內
の
自
由
賢
易
を
採
用
す
る
常
に
最
良
.

の
政
策
な
6

と
せ
ば
何
ぞ
植
民
地
は
か
く
頑
冥 

に
當
6

 v

便
®

な
る
名
の
に
し
て
.

且
叉
內
國
同
盟
の
他
の
愚
劣
な
る
を
要
せ
ん
や
事
實
は
果
し
て
如
何
。 

目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
に
際
し
て
？
利
益
あ
る
名
の
と
云
.ー
吾
人
は
再
び
經
驗
に
之
れ
を
訴
へ
實
際
上
の
事
實
若
し
く 

ふ
べ
し
、
勿
論
此
の
事
杧
る
互
に
倚
賴
せ
る
部
分
に
對
す|

は
狀
況
に
訴
へ
て
一
言
せ
次
る
を
得
^

石
な
6

?
吾
人
若 

る
相
7/

的
利
益
の
見
地
よ
6

$

亦
之
れ
を
論
ず
る
を
得
べ\

し

一
.

度
歷
史
を
繙
か
ば
大
國
家
大
聯
邦
國
等
に
よ
6

て
採 

し
、
吾
人
は
玆
に
各
杣
民
地
若
し
く
は
領
土
财
母
國
に
對\

用
せ
ら
れ
杧
る
此
の
內
國
自
由
貿
易
政
策
が
あ
.る
場
所
に 

す
る
保
護
關
桃
を
撤
去
す
.

る
事
に
よ
6

て
却
つ
て
利
益
を
於
て
は
之
れ
於
爲
め
に
失
ふ
所
あ
る
？
叉
他
龙
に
於
て
は 

享
受
す
る
名
の
な
る
事
を
示
さ
ん
と
ず
、
若
し
此
の
方
面
_

利
す
る
所
あ
ろ
し
な
ら
ん
、
不
列
颠
帝
國
に
於
け
る
此
の 

，に
於
け
る
論
據
に

し

て

成

功

せ

せ
ば
之
れ
蓋
し
論
據

內
國
自
由
貿
易
の
採
用
は
元
よ
6

祓
雜
せ
る
結
果
を
齋
ら 

.

中
最
强
の
名
の
と
云
ふ
べ
し
メ
今
斯
く
の
如
き
.利
害
の
著
せ
る
事
疑
を
容
れ
次
る
所
な
6

。
卽
ち
，：
！
.
地

方

の
損
失
す 

し
き
調
和
を
假
定
せ
岁
と
？
兎
に
角
此
の
論
據
中
數
多
の：

る
ふ
共
に
他
地
方
の
利
益
せ
る
所
あ
る
べ
く
或
は
旣
に
定 

眞
理
あ
る
の
一
事
は
首
肯
せ
ら
る
べ
き
な
6

0
內
a

自
由
ま
れ
る
利
益
を
妨
害
せ
る
事
名
あ
6

し
な
ら
1
0
.然
ら
rf

'

此
の
妨
害
に
對
し
聯
邦
の
各
部
分
を
得
v

g

せしめんとせ余は帝

»

自
由
質
^

.

の
理
想
は
單
に
»'
-

の
*

滞

と

し

て 

ば
勢
ひ
帝
國
同
盟
の1

般
的
利
益
あ
る
事
を
信
服
せ
し
め
我
が
英
國
舣
從
來
維
持
せ
る
對
外
0

由
»

易
政
策
を
放
1

 

次
る
ベ
か
ら
次
る
の
必
要
あ
6

、.

而
し
て
之
れ
當
然
帝
國
し
之
れ
に
代
へ
て
帝
國
保
護
政
策
を
採
用
せ
し
む
る
事
を 

の
對
外
商
槳
的
關
係
に
遡
ら
次
る
べ
於
ら
岁
0

此
の
點
に
.得
る
に
過
ぎ
す
と
斷
言
せ
ん
と
す
る
名
の
に
あ
ら
ず
り
余 

關
し
て
は
旣
に
諭
述
し
女
る
於
如
く
®

邦
國
は
槪
ね
自
由

j

が
玆
に
確
説
せ
ん
i

す
る
所
は
卽
ち
帝
國
內
に
於
け
る
內 

貿
易
政
策
に
反
對
し
對
外
保
護
政
策
は
之
れ
同
盟
の
强
固「

画
自
由
貿
揚
の
利
益
は
塒
を
經
るU

從
っ
て
益
々
增
大
し 

を
增
進
し
從
っ
て
夂
內
國
自
由
貿
易
を
發
展
せ
し
む
る
名
若
し
其
の
必
要
あ

6

と
せ
ば
終
ひ
に
は
毋
國
及
植
民
地
の 

の

な

思

考

せ
-C

S、

玆
に
於
て
我
於
英
國
に
於
て
蒙
る

.

對
外
政
策
間
に
調
停
を
遂
#

せ
ぎ
る
べ&

ら
次
る
に
至
ら 

.

對
外
自
由
質
易
上
の
«

牲
は
內
國
自
由
貿
易
を
同
欉
擴
張
.

ん
と
5

ふ
に
あ
ヶ
、
两
國
自
由
貿
易
の
理
想
は
あ
る
塌
合 

す
る
に
ょ
6

て
塡
補
せ
る
、
其
れ
に
比
し
或
は
犧
牲
於
過

U

於
て
は
單
に
«

次
不
列
颠
帝
國
に
ょ
.
6

實
現
せ
ら
れ
得 

.

大
な
る
の
事
實
な
き
や
否
や
の
問
題
は
之
れ
一
.

考
を
«

す
る
に
過
ぎ
次
る
べ
し
。
帝
國
财
於
の
對
外
自
由
»
あ
を
採 

t

f

 S

ふ
べ
.

し
、：
對
外
商
業
政
策
に
於
て
利
害
共
有
用
す
る
に
至
れ
る
は
假
令
千
七
百
八
十
六
年
佛
國
と
締
結 

の
精
神
を
振
興
し
或
は
亦
偶
々
內
.
國
の
墻
壁
を
破
潰
せ
ん
，！
し
杧
る
ビ
ッ
ト
の
條
約
に
始
ま
ら
し
と
雖
名
、
ァ
ダ
ム
、
 

と
す
る
於
如
く
、一
 

般
.

に
一
致
せ
し
め
ん
と
す
る
に
は
.

何
等
ス
ミ
ス
於
富

_

論

.2
:

公

に

し

て

ょ

；
り

百

年

餘

の

歲

月

を

經 

の
犧
牲
を
價
せ
次
る
に
は
叔
ら
次
る
か
保
證
の
必
要
缺
く
て

®

め
て
於
く
其
の
究
成
ル
兔
る
に
至
6

し

に

あ

ら
^

 

ベ
於
ら
次
る
^

^

の
な
6

と
の
一
事
に
於
て
思
凝
狂
者
女
6

 \

や
、
穀
物
條
例
の
撤
廢
せ
る
れ
^

る
»

戰
華
の
«

期
に
％ 

し
彼
れ
ベ
ン
ザ
ム
は
、
塒
あ

6

て
か
保
證
は
保
證
の
爲
めj

あ
ら
.

チ
、
亦
終
期
に
-

も

あ

ら

す

之

れ

只

：戦

爭

酣

な

6

し
間 

に
職
牲
と
な
る
事
之
，れ
叉
必
要
な
6

と
沄
へ
ろ
、
然
ら
ば
に
於
け
る
顯
著
な
る
出
來
事
な

6

し
な
6

、
若
し
內
國
自 

自
由
貿
揚
の
利
害
關
係
に
於
て
名
塒
あ
み
て
か
自
由
は
自
产

由
貿
易
の
理
想
に
し
て
亦
斯
ぐ
の
如
く
實
现
せ
ら
る
、
名
. 

由
の
爲
め
に
犧
牲
と
な
ら
次
る
べ
か
ら
宇
て
ふ
事
亦
瞭
然
の
、と
せ
ば
吾
人
は
步
ー
步
.理
想
に
向
つ
て
前
進
せ
次
る
ベ 

把
る
事
な
6

、
、帝
國
內
に
於
け
ふ
內
_

自
由
貿
易
は
若
し
か
ら
^
、
然
扑
ど
名
此
の
黠
に
關
し
平
々
凡
々
敢
て
玆
に 

1

其
の
必
要
あ
6

と
せ
ば
之
れ
確
か
に
#
外
自
由
貿
易
の
幾
之
れ
を
主
張
し
解
說
す
る
の
要
な
し
と
雖
名
余
は
一
言
以 

11

分
を
犠
独
と
す
る
の
價
値
あ
.

る
？
の
i

s

系
べ
き
か
。

て
若
し
進
步
於
な
3

る
、
令
の
と
せ
ば
之
れ
所
謂
進
步
1C

* 

J 

雜

錄
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一
二



し
て
滅
步
に
し
て
返
步
，

U

あ
ら
次
る
事
を
主
張
し
、
且
つ
ほ
獨
占
的
政
策
の

.

難
害
を
脫
し
或
は
之
^

^

避
け
，ん
と
す 

现
今
我
/P
市
場
に
何
等
の
制
限
：な
ぐ
自
由
に
.

輪
入
.

^

ら
る
,

る
に
あ
.

6

、.
然
れ
ど
3

歲
入
^

收
め
.

ん

と

す

.る

事

柄

に

於 

s
-
M
M
M
y

生
痛
物
に
對
し
課
«

す
る
於
，如
き
#

あ
ら
.

ば
.

て
*

際
上
多
額
の
.

收
入
を
必
要
と
す
る
’

際

u

は
課
稅
の
理 

«

‘令
之
れ
が
爲
め
に
外
隱
生
產
物
に
劉
す
る
重
视
を
伴
年
想
的
原
則
名
往
々
之
れ
を
^

棄
せ
5'
'

る
べ
/;
>

ら

3'
'
る
な 

丨
C

す
る
.

名
之
れ
| 

:種
の
；退
步
女
る
の
觀
あ
6

と
斷
言
せ
ん 

ー
6

、

實
に
此
の
實
際
上
の
原
餅
の
爲
め
に
は
ア
ダ
ム
、

ろ
 

i

す
る
？
の
な
6

、：我
好
英
國
の
市
場
好
他
聯
邦
に
_

し

ミ

ス
.

の
四
原
則
|

夕
少
輕
視
せ
.

ら
れ
、冗
る
の
傾
あ
る
に
あ 

|1

康

せ

；ら

る

、

に

至

ら

ば

郎

ち

我

於

理

想

に

到

る

の

途

旣

、ら

^

や
、ア
ダ
么
、ス
ミ
ス
自
身
の
言
を

'

間

け

^

ら

ゆ

る

適 

は
其
の
半
に
達
せ
ろ
と
云
ふ
べ
き
.

な
6

.

0
 

:

.
,'

當
の
課
税
目
的
物
於
枯
涸
せ
ら
れ
^

る
後
：里
に
國
，寧
の
危 

帝
國̂

に
內
國
自
由
貿
易
を
執
行
せ
ん
と
す
る
際
に
於
急
の
爲
め
に
新
ら
し
き
租
辦
を
必
要
と
す
る
名
の
.

あ
る
#

 

て
罟
久
»

其
の
法
規
の
.
.條

文

^

あ

ら

玄

し

て

其

の

精

神

と

は

不
適
當

な

.る

課桃
目

的

物

に名
亦
課

税

せ

^

る

べ
於
ら 

す
る
所
と
觀
察
せ
次
る
ベ
.か
ら
岁
、
叉
罟
人
は
我
於
政
策

j

次
る
な
6

と
、
彼
は
11

に
進
ん
で
和
蘭
於
國
家
獨
立
の
爲 

の
結
果
を
廣
く
觀
察
せ
次
る
べ
か
ら
岁
且
つ
我
於
K

策
の
•

め
に
せ
る
®

爭
の
經
赀
と
國
家
存
在
に
必
要
缺
く
べ
/;
>

ら 

意
味
す
る
所
を
廣
く
觀
察
せ
次
る
ベ
か
ら
次
る
.

な
6

、
其
次
る
築
堤
の
經
費
と
に
應
せ
ん
が
爲
め
に
生
活
必
要
品
に 

思
想
の
あ
る
名
の
は
.

旣
に
之
れ
を
實
現
し
得
杧
6

し
7;
>

の
.

.'

課
税
し
允
る
を
可
と
し
杧
る
に
あ
ら
岁
や
、
亦
ア
ダ
ム
、 

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
及
數
多
の
政
治
家
或
は
思
想
家
の
言
を
ス
ミ
ス
は
單

一

關
桃
制
度
を
主
張
?

0
4IHJ

し
て
.

比
の
理
想 

以
て
す
る
名
自
由
質
易
は
決
し
て
.總
て
の
關
係
を
撤
廢
せ
，

は
近
.

世
の
大
聯
邦
國
卽
ち
獨
逸
及
*

米
合
衆
國
に
於
て
®

 

ん
と
す
る
名
の
に
あ
ら
次
-

^

き
、■
關
祧
に
代
へ
れ
て
之4

.

行
せ
ら
れ
把
み
、
.

然
れ
ど
$
不
列
顚
帝
國
に
於
て
は
地
方 

と
.

全
く
同
.

一
物
な
る
物
產
栊
を
賦
課
せ
ん
.

と
す
る
に
至
れ
的
接
觸
の
缺
乏
と
經
濟
的
狀
態
.の
差
違
あ
る
於
爲
め
に
完 

る
は
之
れ
實
に
最
近
の
事
に
*

す
る
な
6

、

一
 

シ
ル
y

ン
|
.

全
に
犁
ー
.

關
税
制
度
を
遂
行
す
る
事
能
は
2'
'
る
の
事
资
あ 

グ
の
毂
物
稅
が
千
八
百
六
十
九
年
に
廢
せ
ら
れ
杧
る
は
之
A

ソ
と
运
ふ
べ
し
、
然
ル
ど
％
叚
合
糖
細
の
®

ま

で

は^ ,
一 

れ
自
由
質
易
於
廣
く
運
用
せ
ら
れ
允
.

る
原
則
ょ
6

狹
隠
な
刺
度
を
遂
行
し
得
次
る
と
す
る
名
適
甩
さ
る
べ
き
原
則
に 

る
箇
條
に
推
移
せ
る
跡
を
示
す
名
の
と
云
ふ
べ
.

き
：な
6

0

於
て
は
能
く
一 

般
的
に
一
致
せ
し
^

る

事
を
得
べ
く
而
名 

.

自
由
贸
易
烬
實
際
上
目
的
と
す
る
所
は
制
限
的
若
し
く
帝
國
の
權
カ
は
或
は
之
れ
を
通
商
條
約
の

.商
»

に
應
用
し

或
は
.之
れ
を
復
費
の
猶
迫
に
適
用
す
る
#

を
得
ん
0 

.

,

此
方
面
の
$

§

s

f

に
當
6

吾

人

は

他

の

大 

聯
邦
國
の
經
驗
よ
6

?f
t

測
し
.

一
般
假
定
は
.內
國
自
由
貿
易 

を
可
と
す
る
と
等
し
く
對
外
關
係
に
於
け
る
«

定
は
外
®

 

^

^

入
品
に

1

爾
の
制
限
を
加
^

る
を
可
と
す
.

る
贫
の
な
.

る

| 

事
を
記
憶
せ
次
る
ベ
於
シ
穸
"
然
れ
ど
名
何
れ
の
場
合
に
一 

於

V

名
此
.

の
假
定
は
證
明
せ
ら
れ
5'
'

る%

故
に
亦
跋
に
吾

j 

人
は
實
際
狀
態
に
就
き
て
詳
細
な
る
考
究
の
必
®

に
迫
る

(1

S
P

の
な
>
6
0 

，
ク

.
尙
近
世
の
聯
邦
國
に
於
て
中
央
政
府
は
主
と
し
て
關
猶
,-
'

.1C

倚
職
す
れ
ど
0

帝
國
收
入
の
一
郁
は
何
故
に
他
の
財
源
. 

物
に
盆
々
增
進
す
る
»

代
よ
6

收
ひ
べ
か
ら
ぎ
る
か
に
就 

き
て
は
確
固
杧
る
砘
由
あ
る
事
な
し
、
社
會
の

1

般
的
進 

歩
よ
6

生
ず
る
地
代
は
其
の
社
會
の
保
if

の
爲
め
或
は
發 

展
の
爲
め
に
使
用
ず
る
の
分
平
な
る
事
何
ぞ
之
外
に
勝
る 

名
の
あ
ら
ん
、
若
し
此
の
保
證
此
の
發
展
に
し
て
帝
國
同 

盟
に
よ
6

て
增
進
せ
ら
る
_ 

V

名
の
な
ち
と
せ
ば
同
盟
は
其
'. 

の
依
つ
で
生
デ
.

る
利
益
に
參
與
す
べ
き
名
の
な
6

、
柿
之
一
一 

斯
く
の
如
く 

費
本
勞
力
を
/]
(

へ.
^

し
.
て
土
*1

の
ff
l

f-
.一
 

,

y

li

貴
を
な
し
^

る
名
.

の
に
對
し
課
税
す
各
は
之d

實
に
.

.
內

國

自

由

貿

易
}*
用

の

結

巣ft
る
：ベ

き

富

及

人

口

の

再

分 

3
 

m

に
於 
<

均

衡

的

叉
«

補

猶

結

粜

を

*

ら

す

名

の

と

云

务 

p

 

'べ

し。
'

.

.

雜：

錄

余
は
帝
國
同
盟
の
他
の
諸
刺
益
を
玆
に
引
證
す
る
脖
間 

な
き
を
憾
みi

す
る

$

の
な

'C
S、

例
へ
ば
一
方
に
本
間
題 

を
論
玄
る
に
伴
ふ
て
大
資
本
の
猶
占
事
業
の
論
宇
べ
き
あ 

I

ソ
、
或
は
務±

1

1

來
住
の
，な^

る
、
あ6

之
れ
を
略
言
す
る 

U

ア
ダ
ム
、

ス

三

ス

於
國
家
に
歸
しf t

る
篛
務
卽
ち
決
し 

て
個
人
の
利
害
關
係
の
下
に
#

$
；

す
べ
か
ら
次
る
公
共
的 

事
業
或
は
施
設
を
建
設
し
之
れ
を
維
持
す
.る
の
義
務
の
下 

に
企
て
ら
れ
杧
る
數
多
の
畫
策
の
あ
る
あ

6

、
然
れ
ど
名 

此
の
免
き
官
樂
の
據
張
«
.
原
則
と
し
て

11
方
政
府
に
と6

 

.て
其
の
事
業
の
ボ
適
當

な

る

場
合
にf

て

の

み

千
涉
す 

べ
き
名
の
な-o

と
す

0

.

今
余
は
決
論
と
し
て
我
が
論
旨
の
綱
要
を
論
述
せ
ん
と 

す
、
.郞
ち
我
，が
基
礎
と
す
る
所
は
ア
ダ
ム
、
ス

…

ス
に
ょ 

人

モ

陳

述

せ

ら

れ

祀

る

帝

國

同

盟

の

畫

策

な

ぅ

、

全
書
一
策 

の
根
據
は
帝
國
馨
の
必
要
に
あ
6

、
散
國
防
備
は
之
れ 

實
に
第
，ー
に
必
要
缺
く
べ&

ら
.

^

る
名
の
と
思
考
ぜ
3'
'
る 

'

ベ
か
ら
#

、
戰
爭
i

戰
t*

に
對
ず
る
恐
怖
の
念
i

は
之
れ 

實
に
政
治
的
聯
合
の
此
の
主
要
な
る
.目
的
を
達
せ
ん
%
•

爲 

め
，
に

獨

立

國

及

準

獨

立

.

國
を
驄
6

 V
.

益V

其
の
同
盟
を
發 

展

：せ

し

：め

把

る

大

動

力

な

6

し

な
/

人

國

防

の

事

^

る
或 

はr

友
誼
的
同
盟
の
方
法
に
ょ
ち
或
は
樹
立
支
配
權
と
,

 

务
て
任
意
的
義
捐
に
其
の
基
礎
を
骰
ぐ
所
謂
地
位
を
同
匕 

ふ
す
る
の
方
法
等
^

よ
6

.

V

•之
れ
を
遂
行
す
ゐ
事
必
ず
し

1
1;H



:

'

雜

：

鏠

' 

.

s

四

1.
4

:

:

名
：不
可
能
に
あ
ら
ず
と
す
る
名
然
？
中
央
集
權
組
織
の
方
、•
ら

ん

名

然

各

此

：の

1

允

る

若

し

吾

人

，が

其

の

指

斜

と

.し 

1

.
法
ヒ
.

比
す
れ
ば
其
0

效
果
同
.

日
0.

論
咬
あ
ら
ず
殊
に
其
.

の

：て
.

ァ

ダ

ム

、
：
ス
：：
ミ

'

ス
の
原
則
則
ち
個
人
に
ょ
6

て
能
べ
處 

.

甚
礎
を
海
¥

カ
に
置
く
防
備
組
織
に
於
.

て
然
6

と
す
、
然

理

し
得
ら
る
、
名
の
は
何
等
之
れ
を
政
府
に
委
す
る
を
要 

.

れ
ど
$

歷
史
が
指
示
す
る
が
如
く
任
意
的
義
捐
の
方
法
は
.

せ

ず

灭

、地

方

政

府
»•
委

す

る

を

得

る

名

の

は

決

し

て

中

央 

之
れ
其
の
發
達
に
於
て
必
要
な
る一

階
段
と

S

ふ
べ
き
な
、政
府
に
委
す
べ
か
ら
变
て
ふ
原
則
を
固
守
す
る
に
於
て
は 

1
i

询
繼
續
的
防
備
は
若
し
帝
國
的
思
想
を
以
て
目
的
^

:

能
く
此
の
危
險
f

避
く
る
事
を
得
る
な
ら
ん
、
：
此
の
單
純 

る
•

ベ
き
％
の
と
せ
ば
聯
邦
»|

若
し
く
.

は
帝
國
の
需
用
と
共
、
な
る
原
則
に
ょ
ろ
各
國
民
性
の
理
想
と
す
る
所
は
充
分
に 

に
增
大
す
る
繼
續
的
歲
入
の
必
要
を
合
む
名
の
な
り
、.
且
發
揮
せ
し
む
る
の
餘
地
を
存
す
べ
く
從
つ
て
旣

U
.

取
得
せ 

つ
タ
各
選
擧
權
者
妒
經
費
を
按
排
し
或
は
平
和
若
し
く
は
る
又
創
始
せ
る
主
權
の
放
檠
に
基
く
反
對
論
は
爲
め
に
消 

有

事

：の

際

に

於

け

る

帝

國

.

の
政
策
を
協
贊
し
或
は
決
定
•

せ

滅

す

る
.

名
の
と
云
ふ
.

べ

し
,0

ん
於
爲
め
に
代
表
せ
ら
る
、
繼
續
的
中
央
政
府
の
必
要
を
以
上
述
べ
t

る
所
は
卽
ち
畫
策
の
槪
要
な
ろ
然
れ
ど
名
玆 

合
o

ぢ
の
な
6

、
然
れ
ど
名
上
述
：せ
る
如
き
種
類
の
防
備
に
此
：の
如
き
帝

_

同
盟
は
旣U

試
み
ら
れ
然
名
其
の
缺
is 

'

聯<

ロ
は
當
然
他
の
目
的
を
名
遂
行
せ
ん
と
す
る
聯
合
を
含
.

；.
を
潑
見
せ
ら
れ
允
る
.
^
?
^の
な
6.
と
反
對
す
る
名
の
あ
ら 

ひ
名
の
f

、

此
等
目
的
中
帝
國
各
部
'

問
の
內
國
自
由
貿
ん
、、此
の
意
見
に
從
へ
は
植
民
：說
.》
古
代
の
メ
ジ
ァ
人
或 

.

易
は
®

上
明
白
な
る
、

S

如
く
其
の
重
袈
防
備
の
次
に
位
は
ぺ
ル
シ
ャ
人
の
法
律

0.

如

く

_全

く

一

定

不

變

の

名

の

な 

す
べ
き
名
の
と
云
ふ
ベ

し

、

此
の
內
國
的
商
業
上
の
關
係
，9
と
な
ず
名
の
に
し
<
其
の
不
條
理
な
る
事
多
言
を
要
せ 

の
.

猶
合
と
密
接
な
る
關
聯
を
有
す
る
名
の
は
卽
ち
兎
に
角
^

る
な
み
。

' 

.

,.

其
の
主
義U

於
て
諸
外
國
に
對
す
る
對
外
商
業
的
關
係
を
千
八
百
六
十
ニ
年
下
院
の
決
議
は
植
民
地
に
し
て
自
治 

j

致
せ
し
む
る
事
之
れ
な
る
べ
し
、
最
後
に
其
の
他
數
多
，
.一
制
を
享
有
す
る
名
の
は
各
良
の
陸
軍
防
備
に
對
し
其
の
责 

'

の
義
務
な
れ
ど
名
之
れ
中
央
政
府
に
i

,

'

りV

最
名
良
く
遂
に
任
岁
べ
き
名
の
^

じ
<
又
其
の
經
營
を
名
負
擔
す
べ
き 

行
し
得
ら
る
、
名
の̂

6

、
帝
_

生
義
の
.

最
大
危
險
と
す
' 

令
の
な
-C

N
i

公
言
せ
6

、|
然
れ
ど
.

名
.

此
の
政
策}

度
遂
行 

る
所
卽
ち
過
度
の
•

中
央
集
權
と
過
度
政
府
萬
能
.

主
義
と
は
せ
ら
る
、
に
至

.

ら

ん

か

.植

民

她

に

對

す

る

關

係

の

物

質

的 

之
れ
實
に^

2
1

帝
國
滅
亡
の
主
因
と
そ
稱
す
べ
き
名
の
な
覊
辭
は
妓
に
切
斷
せ
，ら
る
ベ
.

く

植

民

地

は

の

主

權

を

，

承
認
し
つ
V

然
名
自
衞
上
充
分
な
る
軍
備
を
な
し
て
遂
；

3
.

と
、

.

然
れ
ど
名
.

之
れ
全
く
彼
等
に
よ
6

-C

崇
拜
せ
ら
れ
芦 

に
.

は
不
列
颠
帝
國
の
婦
國
杧
る
の
境
を
胝
し
て
發
達
す
る
る
市
場
の
偶
像
卽
ち
政
財
上

.

の
自
治
«

な
6

と
答
办
る
を 

に
至
る
ぺ
し
、
植
民
地
は
然
^P

®

一
旦
有
事
の
際
に
至
れ
以
て
更

U

姿
當
な
云
-ふべし。

ば
英
國
に
對
し
少
く
と
$

悔
軍
の
保
讓
を
求
め
平
赌
に
於
最
近
の
經
驗
に
ょ
れ

.

る

我

'が

英

國

の

ニ

大

政

黨

舣

共

に 

て
は
彼
等
植
民
地
は
絕
へ
卞
英
國
の
法
律
制
度
を
模
倣
せ
• j

最
？
重
要
な
る
憲
法
上
の
變
動
を
我
が
議
會
に
導
入
せ
^

 

ん
と
し
而
し
て
英
國
公
民
權
を
有
す
る
の
故
を
以
て
其
の
み
べ

か
ら̂

る
事
を
承
認
し
^

6

、
幸
f
c■名
其
は
玆
に
論 

名
譽
を
誇
示
せ
ん
と
す
石
.に
あ
ら
ず
や
、
近
時
植
民
地
：
が
述
し

tt

る

名

の

に

と
6

て

重

要

杧

る

べ

含

唯

一

.
の

點

な
 

物
質
的
關
係
の
覊
絆
を
切
斷
せ
'

岁
し
て
而
名
侮
軍
防
備
の
6

、
我
於
國
民
の
心
意
は
政
府
第
一
の
原
則
に
向
け
ら
れ 

‘

貴
任
を
引
受
く
る
に
至
れ
る
於
故
に
却
つ
て
分
散
の
傾
向
つ
、
あ
る
$
の
に
し
て
彼
等
於
此
の
考
究
を
成
就
せ
次
る 

を
遏
止
し
共
同
利
益
發
展
に
對
す
る
新
思
想
を
開
始
せ
6

以
前
に
於
て
.

次
.

の

如

き

問

題

を

.惹

起

す

る

に

至

ら

ん

事

全 

と
說
く
名
の
あ
れ
ど
之
れ
少
し
く
過
言
に
は
あ
らf

o

る

く

不

可

能

の事
に
あ
ら
^

^

べ
し
、
卽
ち
不
列
颇
帝
國
議 

.

な
き
か
詳
細
の
a

は
姑
ぐ
之
れ
を
措
き
千
九
百
七
年
の
會I

會
は
其
の
眞
正
.

な
る
意
義
に
於
て
帝
國
議
會
な
6

や
の
問 

議
に
於
て
植
民
地
代
議
士
の
言
を
盛
な
ら
し
怂
杧
る
重
要
題
，之
れ
な
6

。

：

な
る
動
機
は
果
し
て
如
何
な
る
8

の
な
6

や
、
之

れ

卽

ち

.

時
今
や
帝
國
同
盟
の
問
題
を
再
び
論
す
る
の
好
機
に
し 

實
際
上
の
聯
合
を
し
て
單
に
防
備
に
於
て
の
み
な
ら
^

、
.. 

j

<
諸
外
國
に
於
て
名
又
植
民
地
に
於
て
名
將
把
又
我
奴
英 

.
、帝
國
の
咎
部
を
し
て
|£

に
密
接
に
結
合
せ
し
む
る
が
如
き|

國
に
於y

?

其
の
現
狀
は
此
の
問
題
に
對
し
實
際
的
解
答
，
 

方
法
に
於
て
進
步
せ
し
め
ん
と
す
る
切
望
と
熱
心
是
れ
な
を
與
へ
.
ら
れ
ん
事
を
需
め
て
止
ま
ざ
る
な
6

、
然
れ
ど
名 

.

6

、
.彼
等
於
商
業
上
の
優
先
權
を
需
め
ん
と
主
張
す
る
名

若
し
吾
人
實
際
解
答
に
よ
6

て
r-

ダ
.み
、
ス
ミ
ス

の
學
理
. 

亦
之
.れ
利
益
.の
北
ハ
有
を
承
認
す
る
思
想
に
基
く
よ
6

名
寧
一
を
遵
奉
せ
ば
吾
人
‘は
決
し
て
大
な
る
利
益
若
し
く
は
之
^
 

ろ
自
己
の
利
益
を
得
ん
と
す
る
思
想
に
基
く
事
大
な
6

と
に
反
對
す
る
有
力
な
る
偏
見
に
就
き
何
等
考
究
せ
梦
、
直 

思
考
ず
る
事
を
得
ぎ
る
な
A

然
ら
ば
彼
等
の
切
望
熱
心
に
ち
に
我
が
理
想
と
す
る
所
を
完
全
に
實
現
せ
ん
と
す
る
名 

5

對
し
障
害
と
な
る
名
の
は
何
? :
'

や
、
植
民
地
は
日
ぐ
之
れ
の
に
あ
ら
步
具
疋
な
る
政
治
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